
1 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    令和５年度旭区運営方針 

Ⅱ 目標達成に向けた施策の３つの柱 

Ⅰ 基本目標 多世代に選ばれ続けるまちの実現 

★基本目標等を具体化する、主な事業・取組は、次頁をご覧ください。 

 

 

子育て世代をはじめ多くの方々に 
選ばれ続ける「ふるさと旭」の実現 

 

Ⅲ 目標達成に向けた組織運営 

○2023 年３月の相鉄・東急直通線の開業に加え、鶴ヶ峰駅付近連続立体交差事業や 2027年の国際園芸博 

覧会開催等を契機に、“豊かな自然”と“都市の暮らし”が共存した旭区の魅力をさらに磨き上げ、

「子育て世代をはじめ多くの方々に選ばれ続ける『ふるさと旭』の実現」を目指します。 

○生活の基盤となる安全・安心なまちづくり、地域で支え合い安心して自分らしく健やかに暮らせる 

まちづくりを進めます。さらに、地域で広がる様々なチャレンジやスタートアップを支援し、多様な 

パートナーとの連携を促進し、「SDGs未来都市・横浜」郊外部モデルの構築を目指します。 

〇町の防災組織（自治会町内会等）の防災力を一層強化し、共助の取組を推進 
〇防災・防犯・交通安全対策の推進による安全・安心なまちづくり 
〇次世代を育み、すべての人が安心して住み続けられる身近な地域での見守り・支え合い、つながり 
づくりの推進 

安全・安心 

地域の力 

〇多様性を認め合い、困ったとき声を上げ、支え合える環境づくり 
〇地域で楽しく安心して子育てができるよう、妊娠期から乳幼児・若者まで個々のニーズに沿った 

支援や、地域全体でこどもを育み様々な体験を通じて成長できるような環境づくり 
〇地域で広がる様々なチャレンジやスタートアップの支援を通じた地域活力の創出 
〇地域活動団体をはじめ企業・大学など様々なパートナー連携を促進し、複合的な課題を解決 

 
魅力づくり 

〇２０２７年国際園芸博覧会の機運醸成に向けた取組を推進 
〇水・緑・花・農に身近に親しめる環境や文化・歴史的な財産を活かした魅力の発信 

〇子育て世代をはじめとした転入・定住促進に向けた魅力づくり 

〇正確・迅速・丁寧で親しみやすいサービスの提供や、庁舎環境の改善など、区民の視点に立った行政サー
ビスを着実に推進していきます。 

〇地域ニーズや社会環境の変化に対応し、デジタル化をはじめ新たな手法やスタイルの活用、効率的・効果
的な業務執行への改善に取り組みます。 

〇多様な媒体・機会を通じて、区民の皆様の立場に立った“伝わる”情報発信を目指します。 
 

信頼される区役所 

〇多様な人・企業・団体等のパートナーとの連携・協働を進め、地域の課題解決や新たな価値創造に 
チャレンジします。 

〇区の業務や地区担当制等を通じて、地区の実情や課題を共有し、地域の主体的な取組を支援します。 
 

つながりによるチャレンジ 

〇職員が意欲・能力を最大限に発揮できるよう、共に学び合う人材育成、ワークライフバランスの実現、 
ワークスタイル改革に取り組みます。 

〇職員が横断的に協力し合い、「チームあさひ」で課題解決に取り組み、共に成長する組織づくりを 
進めます。 

 

チームあさひ 
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  主な取組 

災害に強いまちづくり～自助・共助・公助の充実～ 

・防災研修会の対象を中学生まで広げ、防災訓練の支援と担い手育成を図ります。 

・医療関係団体等と訓練・連絡会議を実施し、災害時医療体制を強化します。 

・福祉避難所へのコーディネーター派遣や開設運営訓練等の支援を通して、 

災害対応力の向上を図ります。 

・地域防災拠点等において地震災害時のトイレ機能を確保するための下水直結式仮設トイレ 

「ハマッコトイレ」を整備します。 

防犯・交通安全対策 

・「あさひ安全安心フェア」を開催するとともに、地域団体による自主防犯・交通安全活動を支援します。 

・特殊詐欺被害防止のため、旭警察署と連携し、振り込め詐欺対策電話録音機を貸与します。 

また、スクールゾーンの安全対策の支援、スタントマンによる事故再現による交通安全教室を実施します。 

 

安全で安心な生活環境 

・飲食店へ衛生管理手法の周知・指導等や食事を提供するボランティア等への食中毒予防啓発を実施します。 

・地域ボランティアによる「旭区わんわんパトロール」や飼い主のいない猫対策の取組を支援します。 

・区民や事業者と協働し、地域清掃活動や不法投棄防止対策を実施します。 

２ 地域の力 

１ 安全・安心 

地域活動や多様な取組のスタートアップやチャレンジの支援 

・地域活動を始めるきっかけづくりを目的とした「あさひみらい塾」の開催や、 

「あさひのつながり応援補助金」による活動立ち上げへの支援を行います。 

・旭区市民活動支援センター「みなくる」において、活動団体や活動を始めたい 

区民への支援や講座・イベントの開催、区民利用施設との連携を図ります。 

・自治会町内会活動を PRし、自治会町内会への加入促進と活動の活性化を図ります。 

・ウォーキングなどの運動や栄養・歯科・禁煙推進など地域の健康づくりの取組を支援します。 

区民スポーツ・文化芸術活動の支援 

・スポーツを通じて区民の健康づくりや地域の 

つながりづくりを支援します。 

また、心豊かな区民生活の充実を図るため、 

文化芸術活動を支援します。 

SDGsの目標達成につながるパートナーシップの推進 

・「旭区 SDGs月間（９月～10月）」として、地域における多様な活動・取組を広く PRし、SDGsにつながる行 

動の輪を広げていきます。 

あさひみらい塾 

横浜旭ジャズまつり 

防災訓練の様子 

旭ズーラシア駅伝 
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魅力発信 

旭区ならではの魅力発信 

・畠山重忠公ゆかりの地をはじめとした区内の文化・観光スポットを PR します。 

・「あさひの逸品」冊子の改訂やキャンペーンの開催等により商業の振興を図ります。 

・マスコットキャラクター「あさひくん」の普及啓発のため、ARフォトフレームの活用や画像データの貸出 

を行います。 

 

 

 

 

働く場の創出・転入定住促進 

・左近山団地に、オフィス機能を含む「働く場」である「トリオ左近山」を開設し、 

利用実態や効果を多角的に分析・検証する「実証実験」を行います。 

・区の魅力を積極的に発信し子育て世代の転入・定住に繋げます。 

 

２０２７年国際園芸博覧会の認知度向上に向けた取組と豊かな自然の魅力発信 

・「旭オープンガーデン」や「旭区フォトコンテスト」の開催をはじめ 

花いっぱい事業や緑のカーテンづくりなど、花や緑、園芸に親しめる取組を 

通じて自然豊かな旭区の魅力を発信し、２０２７年国際園芸博覧会 

GREEN×EXPO 2027の認知度向上と機運醸成を図ります。 

３ 魅力づくり 

 

地域で支え合い安心して自分らしく健やかに暮らせるまち  

・働き・子育て世代が地域福祉保健活動に関心を持ってもらうための効果的な情報発信方法を検討します。 

・ひきこもり等の困難を抱える若者に対して、将来的な就労に向けた支援等を行います。 

・民生委員・児童委員、主任児童委員の活動を PR し、担い手の確保と活動の充実を図ります。 

・小学生を対象とした「ジュニアボランティア体験事業」を通じて、次世代の人材育成に取り組みます。 

・「旭区認知症ケアパスガイド」等を活用し、認知症の正しい知識や早期相談の重要性等の啓発を行います。 

・「認知症カフェ」や「介護者のつどい」を周知し、地域の支援者や関係機関とともに地域支援を進めます。 

・精神障害のある方が地域で安心して暮らせるよう、障害への理解を深めるためのセミナーや支援者向けの講

座を開催します。また、ふれあいスポーツ大会開催などを通じて、社会参加の支援等を行います。 

 子育て支援の取組～妊娠期から乳幼児時期、青少年時期までの個々のニーズに沿った支援～ 

・他者との繋がりの中で安心して子育てができるよう地域の方や団体等と 

連携しながら、地域での子育て支援を充実します。 

・区内の保育・教育施設が、「あさひ子育てマルシェ」イベントなど 

様々な機会を通じ、生活や遊びなど幅広く子育て支援に取り組みます。 

・学ぶことへの興味・関心を持つきっかけづくりとして、小学生向けの各種体験講座を実施します。 

・読書活動の充実に向けて、読み聞かせボランティアの育成・支援を実施します。 

・子どもが安全・安心で快適に利用できるように、公園の遊具等の改修を実施します。 

地域と連携した公共空間の美化活動等の支援 

・ハマロード・サポーター(道路）や、公園愛護会(公園）、水辺愛護会(河川や水辺施設)等のボランティア団 

体の方々が行う美化活動等を支援し、地域と連携した良好な公共空間の形成を進めます。 

「農」の魅力 PR 

・区内の直売所マップを新たに発行し、地産地消を推進します。 

・旭区産の野菜を販売する「あさひの朝市」の開催や収穫体験イベントや 

農業体験を通じて旭の農の魅力を PRします。 

 

旭オープンガーデン 

旭ふれあい収穫祭 あさひの朝市 

２０２７年国際園芸博覧会 

旭区こども未来発見教室 
 

フレーム例 

トリオ左近山 
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事業・取組名 主な内容 所管局 

ガーデンシティ横浜の推進 里山ガーデンで花と緑による魅力創出 環境創造局 

国際園芸博覧会推進事業 
国や（公社）２０２７年国際園芸博覧会協会等と連携
し、園芸博の認知度向上と機運醸成を推し進めるため、
広報 PR を積極的に展開 

都市整備局 

旧上瀬谷通信施設地区整備事業 
土地区画整理事業の推進、新たな交通の導入検討・周辺
道路整備・新たなインターチェンジの検討、公園整備事
業の推進 

都市整備局 
環境創造局 

相模鉄道本線（鶴ヶ峰駅付近） 
連続立体交差事業 

令和15年度の完成に向け用地取得を進めるとともにシー
ルドトンネルの発進立坑部や鶴ヶ峰駅部の工事（土留工
事等）に着手 

道路局 

拠点駅周辺の整備（鶴ヶ峰駅 
北口周辺地区） 

市街地開発事業の事業化に向けた地元組織への支援、市
有地（市営住宅跡地）活用に向けた検討 都市整備局 

神奈川東部方面線整備事業 「相鉄・東急直通線」（令和５年３月18日開業）の整備 都市整備局 

都市計画道路等の整備 
都市計画道路鴨居上飯田線（本宿・二俣川地区、さちが
丘地区）、都市計画道路保土ケ谷二俣川線(本宿地区)の
整備等 

道路局 

帷子川の治水対策 川井本町付近の河川護岸改修工事等 道路局 

市営ひかりが丘住宅住戸改善事業 さらなる長寿命化のための対策や、老朽化した 
設備・建具等の更新、福祉対応のための手すり設置等 建築局 

学校建替え 都岡小、二俣川小、万騎が原小の工事、今宿小の設計 教育委員会事務局 

公園における公民連携の取組 こども自然公園のパークマネジメントプランの策定 環境創造局 

環境にやさしい水道 エネルギーの効率化を目指した鶴ケ峰配水池ポンプ設備 
更新 水道局 

【参考】区で展開される主な局事業 

＜コラム＞CS（市民満足度）向上の取組 

・マイナンバーカードを使用した転出届や戸籍関係証明書申請等の手続のオンライン化を推進するため、タブ 

レットを活用したマイナンバーカードオンライン申請サポート等を区窓口で実施し、取得を促進します。 

・前立腺がんをはじめとしたがん治療の影響などにより、 

吸水パッドなどの使用が必要となる男性のため、区庁舎の 

男性トイレ全個室に衛生用品を捨てるサニタリーボックスを 

設置しました。（令和４年度事例） 

旭区の広報ツール 

 

ホームページ Twitter 横浜市公式 LINE 広報よこはまあさひ区版 

発信中！！ 

男子トイレのサニタリーボックス全個室設置 


